
５．初期環境調査対象物質の分析法概要

調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

　 [1] 0.051

分析条件：
 機器

  Agilent 1100 LC/MSD
 カラム

  Discovery HS F5
  250mm×4.6mm、5μm

ろ過 濃縮
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

Sep-Pak Plus AC-2
AccuBond C18

10mL/分

洗浄 乾燥 溶出

[1]2-アミノピリジン 【大気】

大気 捕集 超音波抽出

Empore Disk C18FF
10 L/分×24時間

ﾒﾀﾉｰﾙ

5mL、10分×4回

0.2μm

1N水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液

 pH7～8

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [2] 9

分析条件：
 機器

  LC：Agilent 1100
  MS：Quattro Ultima
 カラム

  Discovery HS F5
  150mm×2.1mm、5μm

[2]p -アミノフェ

ノール
【水質】

水質試料 pH調整 固相抽出

250mL
ｸｴﾝ酸 0.25g

遠心分離
3,000rpm、1分間

ﾄﾙｴﾝ/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ (1:99)
80℃、20mL

精製水 20mL
（海水試料8は0mL）

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

濃縮

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ

1mLまで
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

注）ソックスレー抽出に換え、高速溶媒抽出で実施された例があった。

石英繊維ﾌｨﾙﾀｰ(QFF)
ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(PUF)

5L/分×24時間

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10 500ng
ﾍﾟﾘﾚﾝ-d12 500ng

GC/MS-SIM-EI

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

      [3] 0.43

分析条件：
 機器

  GC：HP6890A
  MS：HP5973MSD
 カラム

  SLB-5ms
  30m×0.25mm、0.25μm
  又はHP-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm

ﾍｷｻﾝ

[3]9,10-アントラセ

ンジオン　（別名：
アントラキノン）

【大気】

大気

カラムクリーンアップ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 500mL
24時間

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

濃縮

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

5%含水ｼﾘｶｹﾞﾙ 5g
妨害物質除去：ﾍｷｻﾝ 150mL
溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(5:95) 80mL

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

転溶

捕集 ソックスレー抽出
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
4-ｸﾛﾛﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ-d4 50ng

定容

大気 捕集 加熱・脱離

Tenax TA
0.1L/分×24時間

濃縮・導入
260℃

60mL/分 10分間

【大気】

カラムクリーンアップ

濃縮・脱離 GC/MS-SIM-EI

濃縮：-100℃
脱離：260℃、10分間

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　 [4] 0.22

分析条件：
 機器

  GC：HP6890
  MS：HP5973MSD
 カラム

  DB-1701
  30m×0.25mm、0.25μm

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mL未満まで

5%含水ｼﾘｶｹﾞﾙ 5g
予備洗浄：ﾍｷｻﾝ 50mL

妨害物質除去：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾍｷｻﾝ(10:90) 10mL
溶出：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾍｷｻﾝ(10:90) 30mL

GC/MS-SIM-EI

湿泥
（乾泥換算約10g）

1,500rpm、5分間

脱水 濃縮

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

[4]2-クロロニトロ

ベンゼン
【底質】

底質試料 精油定量器抽出 遠心分離

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

精製水 300mL
ヘキサン 10mL

90分

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mLまで

ﾍｷｻﾝ
1mL

分析原理：加熱脱着GC/MS-
SIM-EI
　
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

　 [4] 0.12
　
分析条件：
 機器

  GC：Agilent 6890
  MS：Agilent 5973MSD
 カラム

  HP-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

Sep-Pak Plus C18
10mL/分

精製水 5mL

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

溶出

ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

[5]4,4'-ジアミノジ

フェニルエーテ
ル

【水質】

水質試料 固相抽出 洗浄

200mL

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
4,4'-ｼﾞｱﾐﾉｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ-d12 50ng

分析原理：LC/MS-SIM-ESI-
ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [5] 3.2

分析条件：
 機器

  LC：Alliance2695
  MS：Quattro micro API
 カラム

  Atlantis T3
  150mm×2.1mm、5μm

LC/MS-SIM-ESI-ポジティブ

注）LC/MS-SIMに換えLC/MS/MS-SRMで実施された例があった。

ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙

ろ液

ろ紙

分析原理：LC/MS-SIM-ESI-
ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [5] 1.5
　 [13] 2.1
　 [24] 2.4

分析条件：
 機器

  LC：Agilent 1100
  MS：Quattro Ultima
 カラム

  Atlantis dC18
  250mm×4.6mm、5μm

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

[5]4,4'-ジアミノジ

フェニルエーテ
ル

[13]3,3'-ジメトキ

シベンジジン

[24]4,4'-メチレン

ビス(N ,N -ジメチ

ルアニリン)

【水質】

水質試料 pH調整 吸引ろ過

200mL 1N水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液

 pH9～10

濃縮

洗浄 乾燥

超音波抽出

ﾒﾀﾉｰﾙ

2mL、5分×3回

固相抽出

Sep-Pak Plus PS-2
10mL/分

溶出

遠心分離
3,000rpm、5分間

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 10mL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ

1mLまで

精製水 20mL
ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(10:90) 5mL
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

[6]ジエチレングリ

コール
【大気】

大気 溶出

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

捕集

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 100μL
無水ﾍﾌﾟﾀﾌﾙｵﾛ酪酸 100μL

60℃、60分

ｱｾﾄﾝ 20mL

希釈

精製水 0.5mL

抽出

ﾍｷｻﾝ 0.5mL×2回

濃縮 誘導体化

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
20μLまで

定容

分析原理：GC/MS-NCI
 
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

      [6] 3.3

分析条件：
 機器

  GC：Agilent 6890N
  MS：JMS-K9
 カラム

  HP-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm

PS@Gas
1.2L/分×24時間

ｱｾﾄﾝ 6mL

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
1,4-ﾌﾞﾀﾝｼﾞｵｰﾙ-d8 20ng

【大気】

大気 捕集 溶出

Empore Disk SDB-XD
10 L/分×24時間

ﾒﾀﾉｰﾙ 10mL
10分×3回

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

[8]ジナトリウム

=2,2'-ビニレンビス

[5-(4-モルホリノ-6-
アニリノ-1,3,5-トリア
ジン-2-イルアミノ)
ベンゼンスルホ
ナート]　（別名：CI
フルオレスセント
260）

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mLまで

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

Sep-Pak PS-AIR
3L/分×24時間

濃縮

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mLまで

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

GC/MS-SIM-EI

大気

[7]ジチオりん酸S -
2-(エチルチオ)エ
チル-O ,O -ジメチ

ル　（別名：チオメト
ン）

【大気】

濃縮

捕集 超音波抽出

分析原理：GC/MS-SIM-EI
 
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

      [7] 0.23

分析条件：
 機器

  GC：Agilent 6890
  MS：JMS-K9
 カラム

  HP-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm

GC/MS-NCI

ﾍｷｻﾝ
1mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝｰ13C6 10ng

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10 100ng

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

　 [8] 0.16

分析条件：
 機器

  LC： Agilent 1100
  MS：Applied Biosystems
           API4000
 カラム

  Mightysil RP-4GP
  150mm×4.6mm、5μm
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

[9]4,6-ジニトロ-
o -クレゾール

【水質】

水質試料 pH調整 固相抽出

1,000mL
ｸｴﾝ酸 0.25g

 pH3 PS@Liq
50mL/分

溶出 定容

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 5mL

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　 [10] 0.10
　 [11] 0.11
　 [17] 0.10
　 [18] 0.22

分析条件：
 機器

  GC：HP6890
  MS：HP5973MSD
 カラム

  BPX35
  30m×0.25mm、0.25μm

【底質】

底質試料 抽出

湿泥
（乾泥換算約10g）

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mLまで

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ
5mL

希釈 振とう抽出

「平成18年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

50mL、10分×2回

2回繰り返す
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

2,6-ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ-d3 50ng
m -ｼﾞﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ-d4 50ng

o -ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ-d4 50ng
m -ﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ-d4 50ng

5%塩化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液

500mL

希釈 脱水 濃縮

[10]2,6-ジニトロ

トルエン

[11]m -ジニトロベ

ンゼン

[17]o -ニトロアニ

リン

[18]m -ニトロアニ

リン

ｱｾﾄﾝ 40mL
振とう10分間

超音波10分間

遠心分離

2,000rpm、10分間

ﾍｷｻﾝ 50mL 無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

カラムクリーンアップ 濃縮

洗浄

精製水 50mL

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

5%含水ｼﾘｶｹﾞﾙ 5g
妨害物質除去：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾍｷｻﾝ(10:90) 50mL

溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(10:90) 40mL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 0.5mL未満まで

定容 GC/MS-SIM-EI

注）GC/MS-SIM-EIに換え、GC/MS-NCIで実施された例があった。

ﾍｷｻﾝ
0.5mL

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [9] 0.19

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu LC-10ADVP

  MS：Applied Biosystems
           API3200
 カラム

  ODS-3
  50mm×2.1mm、5μm

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｱｾﾅﾌﾃﾝ-d10 25ng
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：GC/MS-SIM-EI
 
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

      [6] 0.12

分析条件：
 機器

  GC：HP6890
  MS：HP5973MSD
 カラム

  BPX35
  30m×0.25mm、0.25μm

希釈 抽出

精製水 0.5mL ﾍｷｻﾝ 0.5mL×2回

[12]ジベンジル

エーテル　（別名：
[(ベンジルオキシ)
メチル]ベンゼン）

【大気】

大気 捕集 溶出

Sep-Pak PS-AIR
5L/分×24時間

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 10mL

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

定容

【水質】

水質試料 pH調整 固相抽出

Sep-Pak Plus Silica
溶出：ヘキサン 5mL、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾍｷｻﾝ(50:50)

5mL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

カラムクリーンアップ濃縮

[14]チオりん酸

O ,O -ジメチル-S -
{2-[1-(N -メチルカ

ルバモイル)エチル

チオ]エチル}　（別
名：バミドチオン）

[15]2-(2-ナフチル

オキシ)プロピオン

アニリド　（別名：ナ
プロアニリド）

200mL 1N硝酸水溶液

 pH3～3.5

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾓﾘﾈｰﾄ-d12 2ng

乾燥 溶出

窒素ﾊﾟｰｼﾞ 5分間

窒素ﾊﾟｰｼﾞ

乾固

溶解・定容

Sep-Pak Plus C18
10mL/分

洗浄

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

濃縮

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(1:1)
1mL

精製水 15mL

GC/MS-SIM-EI

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [14] 0.062
　 [15] 0.77

分析条件：
 機器

  LC：Alliance2695
  MS：Quattro micro API
 カラム

  XTerra MS C18
  150mm×2.1mm、3.5μm
  又はAtlantis T3
  150mm×2.1mm、3μm

ﾍｷｻﾝ
1mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ-13C6 10ng
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

濃縮・脱離 GC/MS-SIM-EI

濃縮：20℃
脱離：320℃、10分間

定容

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

濃縮・導入 280℃
50mL/分 10分間

内標準添加
ﾄﾙｴﾝ-d8 1ng

注）溶出において、バックフラッシュ法によりｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ6mLで実施された例が

　　あった。

[19]o -ニトロトル

エン

Tenax TA
0.1L/分×24時間

分析原理：加熱脱着GC/MS-
SIM-EI
　
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

　 [19] 0.2
　
分析条件：
 機器

  GC：HP5890
  MS：JEOL Automass
           SYSTEM II
 カラム

  DB-WAXETR
  60m×0.32mm、0.10μm

【大気】

大気 捕集 加熱・脱離

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 10mLSep-Pak Plus AC-2
5L/分×24時間

溶出捕集大気

【大気】

定容 遠心ろ過

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 10mL

溶出

Sep-Pak PS-AIR
5L/分×24時間

[14]チオりん酸

O ,O -ジメチル-S -
{2-[1-(N-メチルカ

ルバモイル)エチル

チオ]エチル}　（別
名：バミドチオン）

分析原理：GC/MS-SIM-EI
 
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

      [16] 1.4
      [17] 0.32

分析条件：
 機器

  GC：HP6890
  MS：HP5973MSD
 カラム

  DB-5MS又はVF-5ms
  25m×0.25mm、0.25μm
  若しくはHP-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm

[16]o -ニトロアニ

ソール

[17]o -ニトロアニリ

ン

【大気】

大気 捕集

希釈 抽出

LC/MS-SIM-ESI-
ポジティブ

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
10mL

精製水 0.5mL ﾍｷｻﾝ 0.5mL×2回

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

Sep-Pak Plus Silica
溶出：ﾍｷｻﾝ 5mL、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾍｷｻﾝ(50:50) 5mL

分析原理：LC/MS-SIM-ESI-
ポジティブ

 
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

      [14] 0.28

分析条件：
 機器

  Agilent 1100 LC/MSD SL
 カラム

  Discovery HS F5
  250mm×4.6mm、5μm

GC/MS-SIM-EI

ﾍｷｻﾝ
1mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10 100ng

Ultrafree 0.45μm

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

濃縮 カラムクリーンアップ

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

[20]4-ヒドロキシ安

息香酸メチル
【水質】

水質試料 固相抽出 洗浄

200mL
酢酸 120mg

Oasis HLB Plus LP
10mL/分

窒素ﾊﾟｰｼﾞ 5分 ﾒﾀﾉｰﾙ 20mL ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
乾固直前まで

分析原理：LC/MS-SIM-ESI-
ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [20] 2

分析条件：
 機器

  LC：Agilent 1100
  MS：Applied Biosystems
           API3200
  又は

  Agilent 6410
 カラム

  Ascentis RP-Amide
  100mm×2.1mm、3μm

精製水 5mL

溶解・定容

ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(10:90)
1mL

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

乾燥 溶出 濃縮

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-d16 100ng
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

定容

[21]6-フェニル-
1,3,5-トリアジン-
2,4-ジアミン

【水質】

水質試料 固相抽出 溶出

200mL Sep-Pak Plus C18
10mL/分

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mL未満まで

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」を参考に変更

石英繊維ろ紙

10L/分×24時間

注）濃縮及び定容を行わず、ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸとしてｼﾏｼﾞﾝ-d10を添加して実施された

　　例があった。

3,000rpm、10分間

【大気】

大気 捕集

分析原理：LC/MS-SIM-ESI-
ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [21] 1.0

分析条件：
 機器

  LC：Alliance2695
  MS：Quattro micro API
 カラム

  Inertsil Ph-3
  150mm×2.1mm、3μm

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 0.5mLまで

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
10mLまで

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

 
検出下限値：
【大気】（ng/m3）
　[21]  0.019

分析条件：
 機器

  LC：Agilent 1100
  MS：Applied Biosystems
           API3200
  LC：Shimadzu LC-20
  MS：TSQ QUANTUM
           Discovery MAX
 カラム

  XBridge Phenyl
  150mm×2.1mm、3.5μm
  CAPCELL PAK C18
  100mm×2.1mm、3.0μm
  又はHyPURITY C18
  150 mm×2.1 mm、5μm

300mL

ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(50:50)
1mL

遠心分離
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

Sep-Pak Plus C18
10mL/分

ｱｾﾄﾝ 5mL

濃縮 GC/MS-SIM-EI

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [21] 0.5

分析条件：
 機器

  GCMS-QP2010 Plus
 カラム

  DB-5ms
  30m×0.25mm、0.25μm

【水質】

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

5mL、5分×3回

超音波抽出

水質試料 固相抽出 溶出

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠
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Carbosieve S-Ⅲ
0.1L/分×24時間

溶出

ｱｾﾄﾝ 0.5mL

[22]2-プロパノール

（別名：イソプロピ
ルアルコール）

【大気】

大気 捕集 乾燥

[23]メチレンビス

(4,1-シクロヘキシ

レン)=ジイソシア

ネート

【大気】

大気 捕集 溶出

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで
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分析原理：GC/MS-SIM-EI
 
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

      [22] 10

分析条件：
 機器

  GC：HP6890
  MS：HP5973MSD
 カラム

  DB-WAX
  30m×0.25mm、0.5μm

分析原理：GC/MS-SIM-EI
 
検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

      [23] 0.3

分析条件：
 機器

  GC：Agilent 6890
  MS：JMS-K9
 カラム

  DB-5ms
  15m×0.32mm、1.00μm

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.1L/分×100分間

GC/MS-SIM-EI

「平成19年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｱｾﾄﾝ 20mLSep-Pak PS-AIR
5L/分×24時間

濃縮 GC/MS-SIM-EI

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ-d8 250ng

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10 50ng
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